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          西浜佐陀           御    津           古    浦           深 田 北

          片    句           北 講 武           佐陀本郷           末    次

          大    芦           上 講 武           手    結

最高値      

平均値      平常の変動幅 ：

最低値      

(注)上講武局は平成19年度中に移設したため、新しい地点における「平常の変動幅」は未設定である。

モニタリングポスト各局の月間の平均値、最高値及び最低値（単位：nGy/h）

平成13～14年度の全データから求めた累積相対度
数分布の（平均値±３×標準偏差）相当の範囲。
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４．調査項目別測定結果  

（１）空間放射線  

１）積算線量  

     単 位：【mGy/90日】 

測     定     値 

測 定 地 点 

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 

平常の変動幅 

年 間 線 量 

(mGy/365

日) 

測 定 者 備 考

一 矢 0.16 0.16 0.15 0.17 0.14～0.16 0.64 中国電力  

佐 陀 本 郷 0.14 0.13 0.12 0.15 0.12～0.14 0.55 〃  

深   田 0.12 0.12 0.12 0.14 0.11～0.13 0.50 〃  

0.16 0.16 0.17 0.17 0.66 島 根 県  

片   句 

0.17 0.17 0.16 0.18 

0.15～0.17 

0.69 中国電力  

0.15 0.15 0.15 0.15 0.61 島 根 県  

御   津 

0.15 0.15 0.15 0.16 

0.14～0.16 

0.62 中国電力  

旦   過 0.13 0.13 0.13 0.14 0.12～0.14 0.54 〃  

0.13 0.13 0.14 0.15 0.55 島 根 県  

古   浦 

0.13 0.14 0.13 0.16 

0.12～0.14 

0.57 中国電力  

恵   曇 0.12 0.13 0.12 0.14 0.12～0.14 0.52 〃  

手   結 0.11 0.11 0.11 0.12 0.10～0.12 0.45 〃  

上  講  武 0.16 0.15 0.17 0.16 
(0.16～0.16) 

（注 3） 
0.64 島 根 県  

0.13 0.12 0.13 0.13 0.50 〃  

南  講  武 

0.13 0.13 0.12 0.14 

0.11～0.13 

0.52 中国電力  

佐 陀 宮 内 0.15 0.15 0.16 0.16 0.14～0.16 0.62 島 根 県
 

 

大   芦 0.14 0.14 0.14 0.15 0.13～0.15 0.57 〃  

加   賀 0.11 0.11 0.11 0.13 0.11～0.12 0.45 〃  

西  生  馬 0.16 0.15 0.16 0.16 0.14～0.17 0.63 〃  

西  川  津 0.14 0.14 0.14 0.14 0.13～0.16 0.56 〃  

（注） 1. 測定方法  熱ルミネセンス線量計（TLD）で測定した。 

2. 積算線量の「平常の変動幅」は前年度までの 5年間の最小値から最大値までの範囲である。 

3. 上講武地点の「平常の変動幅」は、測定地点を平成 19年度第２四半期中に移設したため、新しい地点における

「平常の変動幅」は未設定である。なお、参考として平成 19年度第３～第４四半期の値を記載した。 

4. 第 3 四半期の積算線量計の設置回収･測定は 12 月 9 日～11 日の間に行ったため、12 月 31 日の雷雲による影響

は測定値には含まれていない。 

5. 第 4四半期の積算線量測定値には、平成 20年 12月 31日及び平成 21年 1 月 10日の雷雲による影響が含まれて

いる。 
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                                  単 位：【nGy/h】 

測      定       値 
測 定 地 点 区   分 

1 月 2 月 3 月 
平 常 の 変 動 幅 備   考 

平 均 値 53  52  51  

最 高 値 141  88  85  西 浜 佐 陀 

最 低 値 41  47  47  

43～ 87  

平 均 値 44  42  42  

最 高 値 97  69  67  御    津 

最 低 値 33  39  38  

36～ 71  

平 均 値 43  42  41  

最 高 値 108  69  68  古    浦 

最 低 値 35  38  38  

35～ 68  

平 均 値 31  30  29  

最 高 値 85  57  56  深  田  北 

最 低 値 24  26  26  

24～ 56  

平 均 値 46  45  44  

最 高 値 96  66  68  片    句 

最 低 値 40  41  41  

38～ 68  

平 均 値 39  38  38  

最 高 値 108  62  65  北  講  武 

最 低 値 30  34  34  

30～ 64  

平 均 値 33  32  31  

最 高 値 126  57  59  佐 陀 本 郷 

最 低 値 24  28  28  

27～ 64  

平 均 値 35  34  33  

最 高 値 87  60  62  末    次 

最 低 値 27  29  29  

28～ 57  

平 均 値 38  36  36  

最 高 値 91  72  64  大    芦 

最 低 値 29  32  32  

33～ 73  

平 均 値 41  40  39  

最 高 値 120  69  74  上 講 武 

最 低 値 29  35  35  

（ 30～ 66）  

（注 5）  

平 均 値 45  43  43  

最 高 値 103  66  68  手 結 

最 低 値 38  40  40  

40～ 73  

（注） 1.  測 定 者  島根県 

2.  測定方法  ３"φ球形 NaI(Tl)シンチレーション検出器（エネルギー補償型）を使用し、 

 ５０keV～３MeV のエネルギー範囲で測定した。 

3.   測定値は、２分値である。 

4.   モニタリングポストの「平常の変動幅」は各測定地点の平成 13年 4 月から平成 15 年 3月までの全データから

求めた累積相対度数分布の（平均値±３×標準偏差）相当の範囲である。 

5.   上講武モニタリングポストは平成 19 年度中に移設したため、新しい地点における「平常の変動幅」は未設定

である。なお、参考までに平成 19 年 8 月から平成 20 年 3 月までの全データから求めた値を記載した。 
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（２）地表面における人工放射能 
１）人工放射能面密度 

 

単 位：【kBq/m2】 

対 象 核 種 
測 定 地 点 測定月日

54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 131 I 137 Cs 

137 Cs 

平常の変動幅 

(注 4) 

備 考

5月 23 日 ND ND ND ND ND 0.01
片 句 

11月 11 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND ND 
手 結 

11月 11 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND ND 
古 浦 

11月 11 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND 0.03
佐 陀 本 郷 

11 月 11 日 ND ND ND ND ND 0.04
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND ND 
西 生 馬 

11月 11 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND 0.03
西 川 津 

11 月 11 日 ND ND ND ND ND 0.03
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND ND 
加 賀 

11月 10 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND 0.02
大 芦 

11月 10 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND ND 
御 津 

11月 10 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND ND 
上 講 武 

11月 10 日 ND ND ND ND ND ND 
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND 0.04
北 講 武 

11月 10 日 ND ND ND ND ND 0.01
―   

5月 23 日 ND ND ND ND ND 0.04
佐 陀 宮 内 

11月 11 日 ND ND ND ND ND 0.03
―   

5月 26 日 ND ND ND ND ND 0.03
西 浜 佐 陀 

11月 12 日 ND ND ND ND ND 0.02
―   

（注） 1. 測 定 者  島  根  県 

2. 測定方法  ゲルマニウム半導体検出器による in-situ測定（地上高 1ｍ） 

3.  対象核種は地表面分布していると仮定した。 

4.  人工放射能面密度は今年度から測定開始したため、「平常の変動幅」は未設定である。 
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（３）環境試料中の放射能  

１）ガンマ線スペクトロメトリ－対象核種             
 

浮 遊 塵                                            単 位：【μBq/ｍ3】 
対   象   核   種 天 然 核 種

採取地点 採 取 期 間 54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 40 K
測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

4月1日 ～  4月30日 ND ND ND ND ND 5300 27 島根県 

4月30日 ～  6月2日 ND ND ND ND ND 5300 ND 〃 

6月2日 ～  6月30日 ND ND ND ND ND 2000 ND 〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

9月30日～10月31日 ND ND ND ND ND 7500 28 〃 

10月31日～11月27日 ND ND ND ND ND 7300 ND 〃 

11月27日～12月26日 ND ND ND ND ND 6700 ND 〃 

12月26日 ～ 1月 27日 ND ND ND ND ND 6400 ND 〃 

1月 27日 ～ 2月 26日 ND ND ND ND ND 7100 31 〃 

御  津 

2月 26日 ～ 3月 31日 ND ND ND ND ND 7700 ND 〃 

ND  

4月1日 ～  4月30日 ND ND ND ND ND 6500 36 〃 

4月30日 ～  6月2日 ND ND ND ND ND 6600 ND 〃 

6月2日 ～  6月30日 ND ND ND ND ND 2200 ND 〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

（注4）        〃 

1月6日 ～ 1月 27日 ND ND ND ND ND 6000 ND 〃 

1月 27日 ～ 2月 26日 ND ND ND ND ND 7100 45 〃 

古  浦 

2月 26日 ～ 3月 31日 ND ND ND ND ND 8300 26 〃 

ND  

4月2日 ～  4月30日 ND ND ND ND ND 4400 ND 〃 

4月30日 ～  6月3日 ND ND ND ND ND 4800 ND 〃 

6月3日 ～  7月2日 ND ND ND ND ND 1300 ND 〃 

7月2日 ～ 8月4日（注5） ND ND ND ND ND 2200 ND 〃 

8月4日 ～ 9月１日（注5） ND ND ND ND ND 2600 ND 〃 

9月1日 ～ 10月1日（注5） ND ND ND ND ND 5100 ND 〃 

10月1日 ～ 10月31日（注5） ND ND ND ND ND 5600 ND 〃 

10月31日 ～ 12月1日（注5） ND ND ND ND ND 6000 ND 〃 

12月1日 ～ 12月26日（注5） ND ND ND ND ND 5200 ND 〃 

12月26日 ～ 1月 27日 ND ND ND ND ND 5200 ND 〃 

1月 27日 ～ 2月 26日 ND ND ND ND ND 6600 33 〃 

西浜佐陀 

2月 26日 ～ 4月 1日 ND ND ND ND ND 8700 31 〃 

（注 3） 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。   

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

    3. 西浜佐陀地点については、今年度より測定開始した。 

    4. 御津地点の 7～9月、古浦地点の 7～12月については、ダストサンプラーが故障したため、欠測とした。 

    5. 西浜佐陀地点の 7～12 月については、ダストサンプラーが故障したため、同地点で緊急時等に備えて別途運転  

しているダストモニタのフィルターを試料として、γ線スペクトロメトリーを行った。 
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陸 水    
                                                              

単 位：【 mBq/ℓ 】 
対   象   核   種 天 然 核 種 試

料

名 

部 

 

位 

採 取 

地 点 
採 取 月 日

54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 40 K 
測 定 者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

ND ND ND ND ND 20 61 島 根 県 

一 矢 5 月 13日

ND ND ND ND ND 32 90 中国電力 

ND ～ 1.2池 

 

水 

表 

層 

水 
上講武 5 月 13日 ND ND ND ND ND 21 40 〃 ND 

ND ND ND ND ND 7.1 26 島 根 県 

5 月 13日

ND ND ND ND ND ND 86 中国電力 

ND ND ND ND ND 22 43 島 根 県 

古 志 

浄水場 

11 月 13日

ND ND ND ND ND ND 62 中国電力 

ND 

ND ND ND ND ND 19 48 島 根 県 

5 月 13日

ND ND ND ND ND 30 52 中国電力 

ND ND ND ND ND 9.0 42 島 根 県 

水 

 

道 

 

原 

 

水 

着 

 

 

水 

 

 

井 忌 部 

浄水場 

11 月 13日

ND ND ND ND ND ND 93 中国電力 

ND ～ 3.7

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

 

 

植 物                                 単 位：【Bq/㎏(生)】 

対   象   核   種 天 然 核 種 試

料

名 

部 

 

位 

採 取 

地 点 
採取月日 54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 131 I 137 Cs 7 Be 40 K 

測 定 者 

137 Cs 

平常の変動幅 

 

御 津 4月 22日 ND ND ND ND ND 0.03 15 63 島 根 県 ND ～ 0.12 

ND ND ND ND ND ND 33 47 〃 

松 

 

葉 

２ 

年 

葉 一 矢 10月 14日

ND ND ND ND  ND 32 73 中国電力 

ND ～ 0.04 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 
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農 産 物                                単 位：【 Bq/㎏(生) 】 

対   象   核   種 天 然 核 種 試

料

名 

部 

 

位 

採 取 

地 点 
採 取 月 日

54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 131 I 137 Cs 7 Be 40 K 
測 定 者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

御 津 12 月 4 日 ND ND ND ND  ND 0.23 72 島 根 県 ND 

4月 14日 ND ND ND ND  ND 1.1 59 中国電力 

大 

 

根 

根 
根 連 木 

12月 5日 ND ND ND ND  ND 0.35 74 島 根 県 

ND ～ 0.06 

御 津 12 月 4 日 ND ND ND ND ND ND 11 210 〃 ND ～ 0.12 

ND ND ND ND ND ND 9.1 170 〃 

ほ

う

れ

ん

草 

葉 
根 連 木 12月 5日

ND ND ND ND  ND 9.0 200 中国電力 

ND ～ 0.09 

御 津 4月 18日 ND ND ND ND  ND 0.18 57 島 根 県 ND キ
ャ
ベ
ツ

葉 
根 連 木 5 月 7 日 ND ND ND ND  ND 0.35 75 〃 ND ～ 0.06 

ND ND ND ND ND ND 0.32 43 〃 精 

 

米 

 尾  坂 10 月 13日

ND ND ND ND  ND ND 41 中国電力 

ND ～ 0.01 

ND ND ND ND ND 0.04 49 140 島 根 県 

茶 葉 北 講 武 5月 12日

ND ND ND ND ND ND 40 120 中国電力 

ND ～ 0.10 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 
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牛 乳                                  単 位：【 mBq/ℓ 】 

対  象  核  種
試  料  名 採 取 地 点 採 取 月 日

131Ｉ 
測 定 者 

平 常 の 変 動 幅         

 

ND 島 根 県 

 4月 14日

ND 中国電力 

7 月 25日 ND 島 根 県 

ND 〃 

10 月 14日

ND 中国電力 

原  乳 南 講 武 

1月 26日 ND 島 根 県 

ND 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。   

       3.   131Iのみが測定対象である。 

 

 

陸 土（ 濃    度 ）                         単 位：【Bq/㎏(風乾物)】 

対   象   核   種 天 然 核 種 

部  位 
採 取 

地 点 
採取月日

54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 40 K 
測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

南 講 武 5 月 9 日 ND ND ND ND 2.1 ND 320 島 根 県 
(ND ～2.4)
（注 3） 

片  句 5 月 30日 ND ND ND ND ND ND 640 〃 （注 4） 

ND ND ND ND 27 ND 430 〃 

佐陀宮内 5 月 9 日

ND ND ND ND 4.8 13 410 中国電力 

1.9 ～ 32 

表層土 
(0～5 cm) 

西浜佐陀 5 月 26日 ND ND ND ND 2.2 23 920 島 根 県 （注 5） 

 

陸 土（ 面 密 度 ）                                    単 位：【kBq/㎡】 

対   象   核   種 天 然 核 種 

部  位 
採 取 

地 点 
採取月日 54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 

測 定 者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

南講武 5 月 9 日 ND ND ND ND 0.11 ND 島 根 県 
(ND ～0.18)

（注 3） 

片  句 5月30日 ND ND ND ND ND ND 〃 （注 4） 

ND ND ND ND 1.4 ND 〃 

佐陀宮内 5 月 9 日 

ND ND ND ND 0.14 0.37 中国電力 

0.07 ～ 2.2

表層土 
(0～5 cm) 

西浜佐陀 5月26日 ND ND ND ND 0.10 1.1 島 根 県 （注 5） 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。   

    3. 南講武の 137Cs「平常の変動幅」は平成 12年度に採取ﾎﾟｲﾝﾄを若干移動したため、平成 12～19 年度の値である。 

    4. 片句の 137Cs「平常の変動幅」は今年度より採取ﾎﾟｲﾝﾄを移動したため、新しいﾎﾟｲﾝﾄにおける「平常の変動幅」は

未設定である。 

       5. 西浜佐陀地点は今年度より測定を開始した。 

       6. 面密度の表は、濃度の表の値を換算したものである。 
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海 水                                     単 位：【 mBq/ℓ 】  
対  象  核  種 

部 位 採 取 地 点 採取月日
54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 

測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

ND ND ND ND 1.8 島 根 県 

4 月 18日

ND ND ND ND 2.0 中国電力 

ND ND ND ND 1.6 島 根 県 

１号機放水口 

10 月 7 日

ND ND ND ND 1.3 中国電力 

0.8 ～ 3.6

4 月 9 日 ND ND ND ND 1.4 島 根 県 

２号機新放水口付近 
10 月 8 日 ND ND ND ND 2.4 中国電力 

(ND～ 2.5)

（注 3） 

4 月 18日 ND ND ND ND 1.5 〃 

取 水 口 
10 月 7 日 ND ND ND ND 1.5 〃 

1.4～2.9 

4 月 9 日 ND ND ND ND 1.8 島 根 県 

１号機放水口沖 
10月 17日 ND ND ND ND 2.0 〃 

1.7～ 3.5 

4 月 9 日 ND ND ND ND 2.2 〃 

２号機新放水口沖 
10月 17日 ND ND ND ND 1.9 〃 

1.4～ 3.2 

4 月 9 日 ND ND ND ND 1.8 〃 

表層水 

手 結 沖 
10 月 8 日 ND ND ND ND 2.0 中国電力 

ND～ 3.2 

（注）1. NDは検出下限値未満を示す。 

   2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

   3. ２号機新放水口付近の 137Cs「平常の変動幅」は、平成 14年度から測定を開始したため、平成 14～19 年度の値。 

   4. 天然核種（ 7 Be、40 K ）は、試料調製過程で除去され測定出来ない。 

 

 

 

海 底 土                                           単  位：【Bq/㎏(風乾物)】 

対   象   核   種 天 然 核 種 部 

位 
採 取 地 点 採取月日 

54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 40 K 
測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

１号機放水口沖 4月 9日 ND ND ND ND ND ND 120 島 根 県 ND 

２号機新放水口沖 4月 9日 ND ND ND ND ND ND 85 〃 ND 

表

層 

底

質 
手 結 沖 4月 9日 ND ND ND ND ND ND 220 〃 ND 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 
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海 産 生 物（１）                               単 位：【Bq/㎏(生）】 
対   象   核   種 天 然 核 種 試

料

名 

部

 

位 

採 取 地 点 採 取 月 日 
54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 137 Cs 7 Be 40 K 

測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

か

さ

ご 

肉 
発 電 所 付 近 

沿    岸 
（注 6）        島 根 県 0.09  ～ 0.18

な

ま

こ 

肉 
発 電 所 付 近 

沿    岸 
（コンポジット） 

1 月 28日 

1 月 29日 
ND ND ND ND ND 0.48 21 〃 ND 

4 月 27日 ND ND ND ND ND 1.0 83 〃 

（注 7）        〃 

（注 8）        〃 

１号機放水口湾 

付    近 

1 月 29日 ND ND ND ND ND 2.9 81 〃 

ND 

（注 5） 

4 月 29日 ND ND ND ND ND 0.72 88 〃 

7 月 13日 ND ND ND ND 0.04 1.3 90 〃 

11月 14日 ND ND ND ND ND 1.3 95 〃 

肉 

宮 崎 鼻 

付 近 

1 月 28日 ND ND ND ND 0.04 2.9 83 〃 

（ ND）  

（注 3） 

4 月 27日 ND ND ND ND ND 3.1 67 〃 

（注 7）        〃 

（注 8）        〃 

１号機放水口湾 

付    近 

1 月 29日 ND ND ND ND ND 9.8 53 〃 

ND ～ 0.13

（注 5） 

4 月 29日 ND ND ND ND 0.04 4.1 80 〃 

7 月 13日 ND ND ND ND ND 4.0 60 〃 

11月 14日 ND ND ND ND ND 3.5 49 〃 

さ

ざ

え 

内

臓 

宮 崎 鼻 

付 近 

1 月 28日 ND ND ND ND ND 11 63 〃 

（ ND） 

（注 3） 

ND ND ND ND ND 2.6 67 〃 １号機放水口湾 

付    近 
7 月 8 日 

ND ND ND ND ND 2.2 65 中国電力 
ND 

ND ND ND ND ND 4.3 64 島 根 県 宮 崎 鼻 

付 近 
7 月 11日 

ND ND ND ND ND 4.0 60 中国電力 

（ ND）  
（注 3） 

浜 田 市 7 月 12日 ND ND ND ND ND 1.7 42 島 根 県 ND 

ND ND ND ND ND 4.8 61 〃 

む 

ら 

さ

き 

い 

が 

い 

む 

 

き 

 

身 

松 江 市 

美 保 関 町 
7 月 3 日 

ND ND ND ND ND 4.2 56 中国電力 
ND 

（注）1. NDは検出下限値未満を示す。 

   2. 137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

   3. 宮崎鼻付近の 137Cs「平常の変動幅」は平成 14年度から測定を開始したため、平成 14～19年度の値。 

   4. コンポジットとは 1号機放水口湾付近の試料と宮崎鼻付近の試料の混合物。 

   5. １号機放水口湾付近の 137Cs「平常の変動幅」は、発電所付近沿岸の測定値から計算した。 

   6. 第１四半期採取計画であったが、荒天等のため採取できなかった。 

   7. 第２四半期採取計画であったが、荒天等のため採取できなかった。 

   8. 第３四半期採取計画であったが、荒天等のため採取できなかった。 
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海 産 生 物（２）                              単 位：【Bq/㎏(生）】 

対   象   核   種 天 然 核 種 試

料

名 

部

 

位 

採 取 地 点 採 取 月 日 
54 Mn 59 Fe 58 Co 60 Co 131 I 137 Cs 7 Be 40 K 

測定者 

137 Cs 

平常の変動幅

 

7月 2日 

（注 4） 
ND ND ND ND  0.06 ND 210 島 根 県 

１号機放水口湾 

付    近 3 月 13日 

（注 9） 
ND ND ND ND ND ND ND 370 〃 

ND～0.16 

7 月 13日 

（注 4） 
ND ND ND ND  0.05 1.2 200 〃 

宮 崎 鼻 

付 近 
(注 8)         中国電力 

(ND～0.12)

（注 3） 

ND ND ND ND  0.06 1.1 200 島 根 県 

あ

ら

め 

仮

根

を

除

く 
宮 崎 鼻 

付 近 

海 底 部 

7 月 13日 

（注 4） 
ND ND ND ND  0.06 0.90 220 中国電力 

(ND～ 0.09)

（注 3） 

ND ND ND ND ND ND 2.7 250 島 根 県 わ

か

め 

仮

根

を

除

く 

１号機放水口湾 

付    近 

7 月 2 日 

（注 4） 

ND ND ND ND ND ND 2.7 260 中国電力 

ND 

岩

の

り 

全

 

体 

１号機放水口湾 

付    近 
1 月 22日 ND ND ND ND  ND 5.0 150 島 根 県 ND 

ND ND ND ND ND ND 3.8 240 〃 
１号機放水口湾 

付    近 

7 月 2 日 

（注 4） 
ND ND ND ND ND ND 4.6 230 中国電力 

ND 

ND ND ND ND ND ND 2.2 320 島 根 県 
宮 崎 鼻 

付 近 

3 月 19日 

（注 6） 
ND ND ND ND ND ND 1.5 350 中国電力 

(ND～0.07)
（注 3） 

ND ND ND ND ND ND 5.4 340 島 根 県 

輪  谷  湾 
10月 15日 

（注 7） 
ND ND ND ND ND 0.08 4.7 360 中国電力 

ND～0.08 

浜 田 市 8 月 25日 ND ND ND ND ND ND 4.3 330 島 根 県 
（ ND）  
（注 5） 

ND ND ND ND ND ND 6.2 330 〃 

ほ 

ん 

だ 

わ 

ら 

類 

仮

根

を

除

く 

松 江 市 

美 保 関 町 
7 月 3 日 

ND ND ND ND  ND 7.0 310 中国電力 

（ ND）  
（注 5） 

（注）1.  NDは検出下限値未満を示す。 

   2.  137Cs「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

   3.  宮崎鼻付近の 137Cs「平常の変動幅」は平成 14年度から測定を開始したため、平成 14～19年度の値。 

   4.  第１四半期採取計画であったが、採取できなかったので第２四半期採取した。 

   5.  浜田市および松江市美保関町のほんだわら類の 137Cs「平常の変動幅」は、平成 19 年度から測定を開始したため、

平成 19年度の値。 

   6. 第１四半期採取計画であったが、第１～３四半期中に採取できなかったので、第４四半期採取した。 

   7. 第１四半期採取計画であったが、第１、第２四半期中に採取できなかったので、第３四半期採取した。 

   8. 第３四半期採取計画であったが、荒天等のため採取できなかった。 

   9. 第３四半期採取計画であったが、第３四半期に採取できなかったので、第４四半期採取した。 
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２） ト リ チ ウ ム 
  単 位：【Bq/ℓ 】 

 試  料  名 部 位 採 取 地 点 採取月日 測 定 値 測 定 者 平 常 の 変 動 幅

ND 島 根 県 

4月 9日

ND 中 国 電 力 

ND 島 根 県 

１ 号機放水 口沖 

10月 17日

ND 中 国 電 力 

ND ～ 0.41 

ND 島 根 県 

4月 9日

ND 中 国 電 力 

ND 島 根 県 

２号機新放水口沖 

10月 17日

ND 中 国 電 力 

ND ～ 1.2 

4月 9日 ND 島 根 県 

海    水 表層水

手 結 沖 

10 月 8 日 ND 中 国 電 力 

ND 

ND 島 根 県 

池  水 表層水 一 矢 5月 13日

ND 中 国 電 力 

ND ～ 0.74 

0.65 島 根 県 

5 月 13日

0.56 中 国 電 力 

ND 島 根 県 

陸 水 

水道原水 着水井 古 志 浄 水 場 

11月 13日

ND 中 国 電 力 

ND ～ 0.84 

（注） 1. NDは検出下限値未満を示す。 

    2. 「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 
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３） ストロンチウム 90 

 

試 料 名 部 位 採 取 地 点 採取月日 測 定 値 単   位 平 常 の 変 動 幅

松   葉 2 年葉 御    津 4月 22日 10 0.98 ～ 12 

ほうれん草 葉 御    津 12 月 4 日 0.12 0.10 ～ 0.30 

茶 葉 北  講  武 5月 12日 1.0 

Bq/kg(生) 

0.75 ～ 1.7 

海   水 表層水 １ 号 機 放 水 口 沖 4月 9日 1.9 mBq/ℓ  ND ～ 2.5 

1 号機放水口湾付近 4月 27日 ND 
ND ～ 0.02 
（注 4） 

さざえ 肉 

宮 崎 鼻 付 近 4月 29日 ND 
(ND) 

（注 5） 

海

産 

生

物 
わかめ 

仮根を 

除 く 
1 号機放水口湾付近

7月 2日

(注 6)
0.09 

Bq/kg(生) 

ND ～ 0.08 

3.3 Bq/kg(風乾物) 2.3 ～ 4.7 

陸   土 表層土 佐 陀 宮 内 5月 9日

0.13 kBq/㎡ 0.08 ～ 0.22 

（注）1. 測定者  島根県       

   2. NDは検出下限値未満を示す。 

   3. 「平常の変動幅」は前年度までの 10年間の最小値から最大値までの範囲である。 

   4. １号機放水口湾付近の「平常の変動幅」は、発電所付近沿岸の測定値から計算した。 

   5. 宮崎鼻付近の「平常の変動幅」は平成 14年度から測定を開始したため、平成 14～19年度の値。 

6. 第１四半期採取計画であったが、採取できなかったので第２四半期採取した。  

 

 

 

― 19 ―



― 20 ―



― 21 ―



Ⅱ　温 排 水 関 係
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１．島根原子力発電所敷地内におけるモニタリングポスト測定結果  
             

                                              単 位：【nGy/h】        

 
区   分 Ｎｏ．1 Ｎｏ．2 Ｎｏ．3 Ｎｏ．4 Ｎｏ．5 Ｎｏ．6 

４月 
平 均 値

最 大 値

21 

45 

24 

45 

31 

54 

22 

46 

28 

54 

27 

47 

５月 
平 均 値

最 大 値

22 

36 

25 

37 

31 

45 

22 

36 

28 

47 

27 

40 

６月 
平 均 値

最 大 値

22 

60 

25 

59 

31 

66 

22 

58 

28 

65 

27 

58 

７月 
平 均 値

最 大 値

21 

36 

24 

37 

31 

42 

22 

35 

28 

42 

26 

38 

８月 
平 均 値

最 大 値

22 

42 

25 

40 

32 

49 

23 

40 

29 

53 

27 

50 

９月 
平 均 値

最 大 値

22 

47 

25 

48 

32 

54 

23 

44 

29 

53 

27 

46 

10 月 
平 均 値

最 大 値

22 

37 

25 

40 

32 

47 

23 

39 

29 

44 

27 

40 

11 月 
平 均 値

最 大 値

22 

51 

26 

52 

33 

62 

24 

52 

30 

60 

28 

54 

12 月 
平 均 値

最 大 値

22 

79 

26 

67 

33 

78 

24 

86 

30 

81 

28 

63 

１月 
平 均 値

最 大 値

22 

76 

26 

71 

32 

80 

24 

85 

30 

81 

28 

69 

２月 
平 均 値

最 大 値

21 

44 

25 

47 

32 

56 

23 

49 

29 

57 

27 

49 

３月 
平 均 値

最 大 値

20 

44 

25 

49 

31 

56 

22 

49 

29 

56 

27 

47 

月平均値の

範 囲
19～23 23～27 30～34 21～25 28～31 26～29 前 年 度 

ま で の 

デ ー タ ２ 分 値 の 

最 大 値
82 79 115 105 130 100 

（注） 1. 測 定 者  中国電力 

2. 測定方法  ３"φ球形 NaI（Tl）シンチレ－ション検出器（エネルギ－補償型）を使用し、 

５０keV～３MeV のエネルギ－範囲で測定した。 

3. 平成 13 年 4月から２分値を測定値としている。 

このため、「前年度までのデ－タ」は、平成 13 年 4月～20 年 3月の２分値について記載した。 

4. 平成 20 年 12 月 31 日 20 時 34 分から 20 時 40 分の間に、Ｎｏ．2～4 ポストのデータについて、

雷雲の影響と考えられる異常値が確認されたため、それらのデータを欠測扱いとした。 

5. 平成 21 年 1 月 10 日 17 時 30 分から 17 時 40 分の間に、Ｎｏ．2～4 ポストのデータについて、

雷雲の影響と考えられる異常値が確認されたため、それらのデータを欠測扱いとした。 
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   (2)固体廃棄物 

固  体  廃  棄  物 

 類 種 の 他 の そ 缶 ム ラ ド

発生量 

(本) 

焼却量等 

(本) 

累 積 

保管量 

(本) 

発生量 
(本相当) 

減容等 

処理量 
(本相当) 

累 積 

保管量 
(本相当) 

４月 352 210 22,703 130 51 4,917 

５月 312 187 22,828 1 20 4,898 

６月 395 352 22,871 12 26 4,884 

７月 308 318 22,861 53 75 4,862 

８月 131 182 22,810 0 39 4,823 

９月 205 316 22,699 0 83 4,740 

10 月 263 284 22,678 65 54 4,751 

11 月 255 258 22,675 27 33 4,745 

12 月 256 246 22,685 2 0 4,747 

１月 182 235 22,632 33 69 4,711 

２月 169 110 22,691 29 168 4,572 

原 

 

 

子 

 

 

炉 

 

 

施 

 

 

設 

 

 

合 

 

 

計 

３月 166 79 22,778 4 67 4,509 

年間合計 2,994 2,777 22,778 356 685 4,509 

       (注)  固体廃棄物貯蔵所の保管容量は、35,500 本である。 
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３．島根原子力発電所の運転状況  
 

１ 号 機（定格電気出力：４６万ｋＷ） 

 況 状 転 運 時間稼動率(%) 設備利用率(%)

４月 
原子炉起動(4/17 7:00)、試運転開始(4/19 23:55)、発電開始

(4/20 15:00)、原子炉定格熱出力到達(4/22 1:00) 
 36.4   35.0 

 2.201  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月５

 2.201  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月６

 2.101  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月７

 7.001  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月８

 6.101  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月９

 7.101  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月01

 1.201  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月11

 1.201  0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月21

１月 原子炉定格熱出力一定運転 100.0  102.4 

２月 制御棒分布変更（2/3 10:00 ～ 2/4 1:00）   100.0  102.3 

３月 制御棒分布変更（3/16 10:00 ～ 12:49）  100.0  102.1 

 

 

２ 号 機（定格電気出力：８２万ｋＷ） 

 運  転  状  況 時間稼動率(%) 設備利用率(%)

 9.99   0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月４

 8.99   0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月５

 5.99   0.001 転運定一力出熱格定炉子原 月６

７月 制御棒分布変更（7/3 15:00 ～ 17:45） 100.0   98.2 

８月 
制御棒分布変更（8/3 9:00 ～ 19:00） 

制御棒分布変更（8/26 17:00 ～ 8/27 4:00） 
100.0  97.6 

９月 第 15 回定期検査のため発電停止（発電停止 9/7 1:00） 20.1  19.4 

10 月 第 15 回定期検査のため発電停止中   0.0    0.0 

11 月 第 15 回定期検査のため発電停止中   0.0    0.0 

12 月 第 15 回定期検査のため発電停止中   0.0    0.0 

１月 第 15 回定期検査のため発電停止中 0.0  0.0 

２月 第 15 回定期検査のため発電停止中 0.0  0.0 

３月 
原子炉起動(3/21 6:58)、試運転開始(3/23 15:02)、発電開始

(3/24 3:20)、定格熱出力到達(3/26 10:00) 
26.7  25.0 

 

              稼動時間数 
（注）１． 時間稼動率＝――――――――――――×100(%) 

        暦 時 間 数      
 
 

        発電電力量 
2. 設備利用率＝―――――――――――――― ×100(%) 

     認可電気出力×暦時間数 
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【や】

預託実効線量

人体組織に対する放射線の影響は、放射線の種類やエネルギーにより異なるた

め、これを共通の尺度で評価するために使う量を等価線量という。これは物質が

単位質量あたりに吸収する放射線のエネルギー（単位：Ｇｙ）に換算係数（放射

線の種類やエネルギーにより異なる）を乗じたものであり、単位はＳｖ（シーベ

ルト）である。

体内に取り込まれた放射性核種からの被ばく（内部被ばく）の場合、体外に排

泄されるまで、または崩壊によって減衰するまで被ばくが続く。このことを考慮

して求めた５０年間（成人の場合）にわたる等価線量の積分値を預託等価線量と

いう。

人体に対する放射線の影響は被ばくする組織によって異なっているため、組織

ごとの影響を共通の尺度で評価する必要がある。この目的に使うため、各組織ご

との預託等価線量に荷重係数（Ｗ ）を乗じて合計した量を預託実効線量としていＴ

る。

（参考）

確率的影響、確定的影響

放射線の被ばくにより生じる影響で、影響の程度は線量に依存しないが、影響

が発生する確率と線量との間にはしきい値（それ以下の線量では影響が現れない

とされる値）のない比例関係が存在することを確率的影響という。例えば、被ば

くした人の子孫に現れる遺伝的影響ならびに被ばくした人に現れる身体的影響の

うちの発ガンがこれに当たる。

これに対して、その発生にしきい値線量があり、しきい値以下の線量では影響

が現れず、影響の程度が線量に比例すると考えられるものを確定的影響という。

例えば、放射線被ばくに起因する皮膚の障害、白内障、不妊などがこれに当たる。
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